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Proustの部屋と階段をめぐって
? ? ?
Proustの Ala recherche du temps perdun に現われた無数の素材の
中から，部屋と階段をとりあげたのは偶然である。この 2つの素材には，
建築学的類縁性を除けば，直接的関連があるわけではない。この試論で部
屋と階段が，各々 Proustの作品世界の一構成分子として並置されている
のはそのためである。体裁上結論部があるとしても，それは偶然の一致に
すぎない。本論は，これら 2つの素材の接点を求めるのではなく，各々個
別に分類し，特殊性を表面化し，再編成する試みである。
部屋
この作品は，真夜中に目覚めた男が半睡状態の中で，かつて泊ったこと
のある数々の部屋を思い出してゆく場面から始まる。彼は今いる場所，っ
まり今いる部屋を固定することにより，自分とは何者かを見い出そうとす
る。原始状態にある意識による，自己同一化の試みである。この場面は，
Swannの夜の訪問の挿話に先立ち， もちろん petitemadeleineの挿話
にも先行している。 この作品には 7つの始まりがあるとした G.Genette 
によると 2)' この場面は {debutabsolu► に属することになる。 Swann 
より petitemadeleineより部屋を先行させたということ， つまりあらか
じめ Combrayの部屋， Tansonvilleの部屋，冬の部屋，夏の部屋， Louis
XIIの部屋という列挙を優先させたということは，明らかに後の展開の暗
示を意味している。 M.Bardecheはこれらの部屋以外に， Swann第 1稿
1) テキストには Pleiade版 (1954年）全3巻を使用。ローマ数字は巻数を示す。
2) Gerard Genette; Figures II, Seuil, 1972, p. 88 et 89. 
?では Auteuilの部屋， Bretagneの城にある M.de Penhoet (後の Ster-
maria)の部屋があったと報告している叫 しかしこうした構成上の問題
と同時に，部屋という空間と人間存在との結びつきにも注目しなければな
らない。人間が存在するからこそ部屋があるという常識は，半睡状態にあ
る男の意識内で覆される。 Bachelardは， 「家」について次のように述べ
ている。 「もしも家がなければ人間は散乱した存在になるだろう。天の雷
雨にも，生の雷雨にもめげず，家は人間をささえまもる。家は肉体とたま
しいなのである。それは人間存在の最初の世界なのだ。性急な形而上学者
の主張をかりていえば， 『世界になげだされる』まえに，人間は家の揺藍
のなかにおかれている。」" Proustにとってそれは部屋である。部屋は
Proust的存在にとって最初の世界， 意識にとって措定すべき最初の対象
である。この意味で，部屋の列挙が冒頭に位置していることはきわめて暗
示的である。
この作品に登場する様々な部屋は，特殊化されることにより類型化をの
がれている。その特殊性について，まず2つの部屋から述べてみよう。
最初に源泉として Combrayの少年の寝室がある。一晩中母がつきっき
りで Franfoisle Champiを読んでくれた場所，母をはじめて譲歩させ主
人公の真の人生がはじまった場所としての寝室。 このくleth結treet le 
drame de mon coucher} (I, p. 44)の演じられた舞台としての寝室は，
Combrayの裏木戸の鈴の音のように，他の全ての部屋に潜在し，悲しみ
の色調を与えている。
この少年は，もう一つの部屋， (destinee a un usage plus special et 
plus vulgaire} (I, p. 12)と語られている，おそらく物置だったと考えら
れる部屋をしばしば利用していた。この部屋は，家庭内のもめ事をのがれ，
3) Maurice Bardeche ; Maret Proust romancier, tome I, Les Sept Couleurs, 
1971, p. 245 et 246. 
4) ガストン・バシュラール「空間の詩学」（岩村行雄訳，思潮社， 1969,p. 41. 
?{la lecture, la reverie, les larmes et la volupt的に耽るための避難所
であった。
{Je montais sangloter tout en haut de la maison a cote de la salle 
d'etudes, sous les toits, dans une petite piece sentant I'iris► (I, 
p. 12) 
そしてこの家の最上階にある小部屋から遠望されるのが， まさしく
Roussainville-le-Pinの塔 (donjon)であったという点でこの部屋は特殊
化される。 Proustの高い位置は， Saint-Hilaireの教会や Raspeliereの
庭だけではなく， Balbecのグランド・ホテルの部屋や Donciereの宿舎
などもそうで， その高い位置が精神生活に結びついた高所 (altitude)で
あることは，作者自身 Stendhalの高所をひきあいに出して述べていると
ころでもある (II,p. 377)。こうした他の高い位置とこの小部屋の位置が
根本的に異なる点は，遠望の対象が Roussainville-le-Pinの塔であったと
いう事実からくる。なぜならその塔の廃墟の中で，まもなく出会うはずの
恋人 Gilberteが友だちと遊んでいたからである。 （主人公がこれを知る
のは成人後， Mmede Saint-Loupとなった Gilberte本人からである）。
つまり少年が見ていたのは空閻的遠方だけでなく，時閻的遠方つまり未来
でもあったのである。現在と未来をすてて過去に生きたと信じられがちな
Proustは，実は根源的には未来と希望の人であり，彼の過去とは，過去
そのものではなく現在の精神の動きの変容である， と述べているのは G.
pouletである 5) が，少年の視線は直徹的にこのことを物語っている。つ
まり少年のこの小部屋は，未来を透視する空間でもあった。
Combrayの2つの部屋， 源泉としての寝室と未来を透視する小部屋を
別にすると，他の部屋は，味，色，音，匂いという 4つの要素のうちの 1
っ，あるいはその組み合わせによって分類できる これは, remm1scence 
体験が五感（部屋の場合は触覚を除く）に分類され，登場する芸術家が作
5) Georges Poulet; Etudes sur le temps humain /4, Edition du Rocher, 1977, 
p. 301. 
4 
家，画家，音楽家に分けられているのと同じ， Proustのバランス感覚に
よるものと思える。以下この分類を通してみた他の様々な部屋にともなう
特殊性と，それらがいかなる部屋によって結合，再編成されるかを考察し
てみよう。
まず Leonieの部屋。これは Combray的なるものの縮図であり，逆に
いうと J.-P.Richard同様&>, Combray全体はこの部屋の拡大したもの
といえる。 Saint-Hilaireの鐘塔が具体的な土地としての， 時間としての
Combrayを要約しているとすれば， この部屋は抽象的な空間としての，
精神としての Combrayを要約している。分類的には，味十匂いの部屋で
ある。味覚的要素は，その空気である。
{L'air y etait sature de la fine fleur d'un silence si nourricier, si 
succul切 t,que je ne m'y avan~ais qu'avec une sorte de gourman-
dise . } (I, p. 49) (イタリック体は引用者，以下同様）． 
その理由は，この部屋に充ちているすすの匂いのため部屋全体が田舎の
大きなかまどのようになっていたからであり，ここに嗅覚的要素が加えら
れる。 この 2つの要素はさらに， 花柄のベット・カバーから発せられる
{odeur mediane, poisseuse, fade, indigeste et fruitee} (I, p. 50)によ
って増幅される。
Leonieの部屋における特殊性は， 彼女が2つの部屋をもっていたこと
である。空気を入れかえるため，彼女は午後は隣り合ったもう一つの部屋
を使用していたのだが，ここに一つの謎ともいえる未解決の問題が残る。
というのもこれを利用して主人公は，叔母の長椅子の上ではじめていとこ
の女性と {plaisirsde l'amour}を経験するのである。ところがこのどち
らの部屋のことなのか， {profiterd'une heure ou ma tante Leonie etait 
levee} (I, p. 578) ということは具体的にはどういうことであったのか，
またそもそもこの誘惑したというこの女性とは一体何物なのか，判然とし
ない。 G.Genetteは，この場面を省略のうちで最も注目すべき場合とし，
6) Jean-Pierre Richard; Proust et le monde sensible, Seuil, 1974, p. 191. 
?その神秘性の解明を専門家にゆだねている。7) ただこの挿話についていえ
ることは，この出来事を話者はあまり語りたくなかったということ，でき
ればその記憶を消し去ってしまいたかったということである。というのも
この挿話が読者に知らされるのは，かなり後になって，世話になった娼家
の女将に Leonieから受け継いだ長椅子を贈った後， くjeme rappelai 
seulement beaucoup plus tard que…〉という，かなり婉曲な語り口調
によるからである。つまり {pleisirsde l'amour}に耽った長椅子であっ
たことを忘れていて，贈ってかなりたってからそのことを思い出したとい
うのである。しかしなぜ，大切な叔母から受け継いだ長椅子を，置く場所
がないというだけで人に与えねばならなかったのか，それになぜ，その相
手がよりによって娼家の女将であったのか。それは，この長椅子を贈ると
いうことがすなわち無意識的な記憶の湮滅行為であり，その相手が娼家の
女将であったということは，この長椅子を無意識的にあるべき場所にもど
そうとしたということである。 Leonieの部屋は神秘的でもある。
色の部屋は， Parisの Adolpheのサロンと書斎である。サロンでは，
{les murs etaient ornes de moulures dorees, les plafonds peints d'un 
bleu qui pretendait imiter le ciel et les meubles capitonnes en satin 
comme chez mes grands-parents, ma1s jaune ; .► (I, p. 72 et 73), 
書斎の壁には， {ces gravures representant sur fond noir une deesse 
charnue et rose conduisant un char, . }が，いずれも色の空間として
呈示されている。そしてここに {dameen rose} (Odette)が訪づれて，
いっそう鮮やかに色どり，この部屋を快楽的なものにしてゆく。 Adolphe
が主人公に与えた massepain(巴旦杏菓子）と mandarine(蜜柑）とい
う味覚的要素も，この色＝快楽の中に吸収されてしまう。
音の部屋は， Donciereに駐屯する Saint-Loupの宿舎。 Donciereでの
1日目，主人公は Saint-Loupの部屋に一人で泊めてもらうことになるが，
その部屋に入る前，閉じられた扉の向うから，誰もいないはずなのに物音
7) Gerard Genette; op. cit., p. 93 et 94. 
?がする。それは，暖炉の薪が燃え落ちる音だった。中に入って最初に指摘
されるのは，壁掛けによって外部からの匂いの侵入が遮断されていること，
次に Mmede Guermantesの写真、そして時計のチック・タックの音，
この音は， 場所をもたない環境として主人公をいらだたせる。 さらに，
{gazouillement celeste}のようにきこえては遠去る浴室でのざわめき，
ときおり人気のない通りを走る {Jesailes rapides et successives des 
tramways chanteurs} (I, p. 74-76)の音， 室内ではなりやまない電気
湯沸し器，この部屋は音に充ちている。
Eularieの部屋も音の部屋と呼びうるかもしれない。チフスにかかった
Leonieから遠去けるという両親の意志で， 主人公は子供のとき一週閻，
Eularie の部屋に泊めてもらっている。 主人公の人生にくunelongue 
etendue si differente et si delicieuse} (II, p. 880) を付け加えること
になったこの思い出，その舞台となった彼女の粗末な部屋において，彼を
悲しくさせていたのはそばを通る列車の音だった。鉄橋の近くにあったた
め，あまりに音が大きすぎたのである。しかしこの挿話は，作者によって
位置づけを指示されていないため， Pleiade版では欄外に記されている。
匂いと部屋の関係は極めて密接である。 例えば， Roussainville-le-Pin 
を見ていた部屋のirisとcassisの匂い， Leonieのベット・カバーの匂い，
Parisの主人公の部屋に入ってくる石油の匂い， Balbecホテルの vetiver
の匂い，さらにもし部屋が無臭であるとしても，上記の Saint-Loupの宿
舎のように，締め出されていることが明記されている。しかしこのうち匂
いの部屋と呼ぴうるのは， Combrayにおける Adolpheの休息室であろ
う。この部屋の匂いは， {odeurobscure et fraiche, a lafois .forestiere et 
ancien regime, qui fait rever longuement Jes narines quand on penetre 
dans certams pavilions de chasse abandonnes.} (I, p. 72)と語られて
いる。 Parisにおける Adolpheの部屋を色＝快楽の部屋と呼ぶなら，こ
の部屋は匂い＝回想の部屋と呼べる。 周知のとうり， この匂いは remi-
niscenceと結びつくからである。 この remmisceneは， 後年主人公が
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Fran<;oiseにつきそって Champs-Elyseeの小さなトイレ (unpetit pavil-
Ion treilise de vert) に入ったとき， その壁からはなれていた {une
fraiche odeur de renferme► (I, p. 492)と， Adolpheの部屋のくodeur
obscure et fraiche}との共通感覚の発見として体験される。次のように
記されている。
{En rentrant, j'aperi;us, je me rappelai brusquement l'image, 
cachee jusque-la, done m'avait approche, sans me la laisser voir 
ni reconnaitre, le frais, sentant presque la suie, du pavillon treillage. 
Cette image etait celle de la petite piece de mon oncle Adolphe, a 
Combray, laquelle exhalait en effet le mあmeparfum d'humidite.} (I, 
p. 494) 
重要な点は， かつてくodeur}と呼ばれていたものが， 回想という時間
のフィルターを通過した後は {parfum}と呼ばれている点であろう。 こ
こに時間の変容作用が露呈している。 さらにもう一点， この共通感覚の
humiditeを導入した fraicheurは，子供時代の回想を呼び覚ます一方，
ある種の神秘性をまとっていて主人公の欲望に呼びかけるということであ
る。 Vivonneに沈んだ水さしの fraicheur(I, p. 168), Guermantesとい
う名前のもっ fraicheur(I, p. 202), Albertineの友だちの中に見い出さ
れていた fraicheur(II, p. 68)など， これらはその神秘性ゆえに主人公
の欲望をかきたてている。 Adolpheの部屋も， この神秘性を少なからず
まとった匂い＝回想の部屋だったのであろう。
Balbecのグランド・ホテルの部屋は， 救済と敵意という二重構造によ
って，最も重要かつ理想的な部屋となっている。他の Proust的部屋を相
対化し，結合，再編成するのはこの部屋である。
G. Pouletは Proustの場所について， 「現在いるその場所はその他の
場所に通じてはおらず，さながら孤島のように，あらゆる側面を遮断され，
消え失せてしまった連絡の道筋を延長してゆくことができなくなる。それ
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は攻囲された砦のように，みずからによってのみ存続し，その他の世界か
ら断ちきられた場所であり，他の場所の不在，否定，あるいはそこへの接
近不能のもとに置かれた場所，したがって空間の孤独のなかで絶対的に失. . . 
われたように思われる場所なのである」8) と述べて， Proustの場所にお
けるコミュニケーションの不在，孤立性を強調している。場所の一種であ
るProustの部屋も，各々不連統的に中空に浮遊している。しかし Balbec
ホテルの部屋の特殊性は，このコミュニケーションの不在，孤立性からの
がれているところにある。つまりとなりの部屋に祖母が泊っていて，用事
があるときに主人公は壁をたたけばよいのである。この関接的コミュニケ
ーションは，手紙，電話などの延長線上にあり， Proustにおける関接的
ヴィジョンにも関連している。いわば通底した部屋であり，主人公にとっ
ては救済の部屋である。通底した部屋といえば， Pasisの部屋もそうであ
る。ここでは主人公の部屋と，母の書斎を使っている Albertineの部屋が
隣り合っていて，その境に各々の浴室がある。昼閻 Albertineが浴室に入
ると，主人公は自室の浴室から，太陽光線をうけて黄色に染ったスリガラ
スこ‘‘しにこっそり彼女の口ずさむ歌をきいている (II,p. 10 et 11)。 し
かしこれは，救済の部屋としうより欲望の部屋に近いともいえる。
Balbecの部屋は， 紫色のカーテン，時計の音， vetiverの匂いという
かたちで，色，音，匂い（味は除かれる）の 3つの要素を結合してしてい
る。これらを装備する他の部屋がないわけではな<, Combrayの少年の
部屋（太陽光線をうけるカーテン，戸外の話し声， irisと cassisの匂い），
Parisの部屋（同じくカーテン，路面電車の音，石油の匂い）などもそう
である。 しかし Balbecの部屋の場合， これらの要素が敵意として作用
している点で， 理想的でありかつ象徴的である。 この点でこの部屋は，
Donciereの2日目から主人公が泊まることになったホテルの部屋に比較
される。 Balbecの部屋では，上記の 3つの要素と天井の高さが主人公に
8) ジョルジュ・プーレ「プルースト的空間」 （山路昭・小副川明共訳），国土社，
昭和50年， p.18. (Georges Poulet; L'espace proustien, Gallimard, 1963, p. 
21 et 22) 
，?
敵意をもってせまり，彼を不安にし悲しませる。しかしこれはこの部屋に
限ったことではなく， Proust的部屋は全て，多少ともその新しさにおい
てこの性質をもっている。 {Elle (la tristesse) etait comme un arome 
irrespirable que depuis ma naissance exhalait pour moi toute chambre 
nonvelle► (I, p.'82)と語られている。 これに対し Donciereのホテル
の部屋は，初めてであるにもかかわらず悲しみをもたらさない。その理由
として， 18世紀来とといわれるこのホテルのもつ豪華な家具調度品に対す
る好奇心があげられているが，むしろこの室内の母胎内的零囲気の影響が
考えられる。身体を心地よく暖めてくれるひじ掛椅子，外界から孤立させ
部屋を締めつけている壁，壁に埋めこまれたベット (I,p. 82-84), この雰
囲気の中で，主人公は {sentimentde liberte► を感じるのである。しかし，
Proustの理想とする部屋はもちろん Balbecのものである。部屋におい
て重要なのは，美意識や好奇心ではなく，凡庸なものによって呼び覚され
る不安，悲しみであり，習慣におかされた感性の治性化である。他のとこ
ろで， Proustは理想的な部屋について次のように述べている。
{Je laisse les gens de gout faire de leur chambre l'image m~me 
de leur gout et la remplir seulement de choses qu'il puisse ap-
prouver. Pour moi, je ne me sens vivre et penser que dans une 
chambre oil. tout est la creation et le langage de vies profonde-
ment differentes de la mienne, d'un gout oppose au mien, oil. je 
ne retrouve rien de ma pensee consciente, oil. mon imagination 
s'exalte en se sentant plongee au sein du non-moi; ...)9> 
つまり，室内の家具が自分の臓器ではなく， その空間がくmoi► の拡大
ではなく，自分も家具もこの空間に招かれた客であるような部屋，それに
よって感性の惰眠をゆさぶるような部屋，それこそ Balbecの部屋であり，
敵意の意味であった。
9) Marcel Proust; JouN必esde lecture (dans Contre Sainte-Beuve), Gallimard, 
1971, p. 167. 
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Mme de Saint-Loupの Tansonvilleの部屋もまた， Balbecの部屋に
よって相対化される。主人公が泊めてもらったこの部屋では，窓から美し
い緑と Combrayの教会が見える。彼はその風景を窓ガラスを通して楽し
み，くC'estjoli d'avoir tant de verdure clans la fenetre de ma chambre► 
(II, p. 699) と自分に言いきかせる。 Tansonville のくverdure► に対し，
Baldecは海と雲である。 Baldecでは，窓と本棚のガラス戸が，窓外の風
景，つまり現実を解体し再編成していた。 Balbecの部屋もこうしたガラ
ス戸と同様に，救済として，敵意として，ときには回想の場（『心の間歌』）
として，他の様々な部屋を結合，再編成していたのである。
階段
例えば次のように話者が語るところがある。 Mmede Montmorencyの
庭にある著名な彫刻家 Falconet作とされる小像を見るより以上に，彼女
の館にある {legrand escalier humide et sonore, plein d'echos, comme 
celui de certains etablissements de bains d'autrefois}, {les vases 
remplis de cineraires}, {le tintement de la sonnette, qui etait exacte-
ment celui de la chambre d'Eularie}を見たり聞いたりする方が，喜び
をもたらすという (I,p. 750)。このうち {vases}は花のテーマに結びつ
き， {tintement}は子供時代の思い出，さらに Combrayの裏木戸の鈴に
直結している。ではくescalier}は何に関連しているのか。 {bains}とある
ので Balbec=海に結びつく可能性もないとはいえないが， 不明瞭である。
むしろここに， Proustにおける花や光への嗜好と同様に，階段への嗜好
を読みとるべきであろう。
確かに階段は， Ala recherche du temps perduにおいて見すこ‘‘せなし、
役割を果している。その基本的イメージは， Combrayの木製の小さな急
な階段，母を一人で待つときの悲しみをすいとったワニスの匂いのした階
段である。 この階段は， ベニスで母を探すため暑い戸外からホテル内に
入り，大理石の階段を昇っていたとき，そこを吹き抜ける冷気のはらんだ
11 
{fraicheur► の感覚を媒介として喚起されている (II,p. 625 et 626)。
その他の階段の機能を分類すると， attente, sensualite, revelationで
あろう。階段=attenteの機能は，作品の冒頭 {Lamuraille de l'escalier 
ou je vis monter le reflet de sa (=mere) bougie n'existe pas► (I, p. 
37)というかたちであらわれる。自室に一人残された少年は，母がローソ
クをもって階段を昇ってくるのを心待ちにする。 Parisのアパルトマンで，
アンチシャンブルにすわりながら，門番が階段の電気をつけその光が扉の
ガラス戸に映るのを待っていたという状況 (1,p. 728 et p. 729)もこの
反復である。主人公は Albertineを待っているのである。
階段=snsualiteに1掲しては， Donciereホテルの，個人用の小さな階段
について言及されている。
{Si je voulais sortir ou rentrer sans prendre l'ascenseur ni etre vu 
clans le grand escalier, un plus petit, prive, qui ne servait plus, me 
tendait ses marches si adroitement posees, l'une tout pres de 
l'autre, qu'il semblait exister clans leur gradation une proportion 
parfaite, du genre de celles qui clans les couleurs, clans les par-
£urns, clans les saveurs, viennent souvent emouvoir en nous une 
sensuazte particuliere.} (I, p. 83) 
普段気にもとめない呼吸行為が， {sensualiteparticuliere► を呼び覚ま
し， {constante volupt的でありうることを階段は意識化する。 階段を
昇降するという規則的な運動と呼吸行為の間にある調和の感覚， それが
{sensualite► を生み出しているのである。 この階段=sensuali teは，
Saint-Loupと Parisのアパルトマンの階段を降りていたとき，突然喚起
された思い出にも機能している。 この思い出とは， Donciereで Saint-
Loupと毎晩夕食をともにしていたレストランのことであり，主人公が雪
のためため偶然入った質素なホテルの食堂でのことである。彼はこの食堂
の一室で，料理を運んできた女性を抱きしめ， {plaisirphysique}を味わ
ったと回想している (1,p. 395 et 396)。この一種の , . rem1mscenceほー
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見， Saint-Loupとの夕食→Donciereのレストラン→小さな食堂という経
路をたどっているように見えるが，もう一つの，階段→ sensuahte→ plaisir 
physiqueという内的な動きも無視できない。
階段=revelationを最も端的に開示しているのは， Mme de Guer-
mantesの赤い靴の挿話である。彼女が馬車の足置きに片足をのせたとき，
公爵は妻が赤いスカートの下に黒い靴をはいているのに気づき，はきかえ
させる (I,p. 596)。この足置きは，これまで見えていなかったもう一つ
の現実を露呈する。篤実なる友 Saint-Loupが残酷さを暴露するのも階段
を介してである。 Saint-Loupが来たというので，部屋を出て階段の上で
待っていると (=attente), 階下から彼と召使いの会話が聞えてくる。
Saint-Loupは， その召使いに気に入らない同僚をいかに解雇においやる
かという奸計を伝授しているのである。このとき Saint-Loupは変容し，
もう一人の見知らぬ Saint-Loupが主人公の目の前に出現する。階段は，
現実に対するもう一つの視点，斜めの視点をもたらす。
階段=revelationが最も効果的に，最も甚大に主人公の人生に影をおと
すのは，作品を書きはじめる直前，降りながら 3度倒れそうになったとい
う階段である。その日以来のこととして，次のように語られている。
くDepuisle jour de l'escalier, rien du monde, aucun bonheur, qu'il 
vint de l'amitie des gens, des progres demon reuvre, de l'esperance 
de la gloire, ne parvenait plus a moi que comme un si pale grand 
soleil, qu'il n'avait plus la vertu de me rechauffer, de me faire 
vivre, de me donner un desir quelconque ; …} (II, p. 1042) 
このとき階段は死を予告している。 この {demi-mort}の状態から主人
公を救済したのは， Combrayの裏木戸の鈴の音であった。
階段の3つの機能， attente, sensualite, revelationを結合しているの
は， CharlusとJupienの避返の場面 (I,p. 571 et 572, I, 601-614)であ
る。ただし，ここでは sensualiteはsadismeにまで発展している。この
場面は， 主人公が Guermantes公爵夫妻の帰りを小部屋で待ち伏せるこ
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とからはじまる。この部屋は高い位置にあり，ここから中庭をはさんで向
いの家並が見える。主人公は窓に映る室内の様子を，まるでくexposition
de cent tableaux hollandais juxtaposes} OJようにながめている。 しか
し， この小部屋からでは Guermantes夫妻が通るはずの中庭がよく見え
ないので，いったん階段に出てそこに座って待ち，さらに一階の窓のとこ
ろまで降りてゆく。彼はくlepoint de vue merveilleux}であった {sejour
d'Altitude}を放棄したことを内心後悔しながらも， そこに座って2人の
帰りを待っ (=attente)。CharlusとJupienの避返， orchideeとhour-
donの黙劇に遭遇するのはここにおいてであり， このとき Charlusは変
容する (=revelation)。ところで，このとき主人公が階段を降りたという
事実は注目すべきである。 その階段は，オランダ絵画から sadismeへ，
芸術から悪徳への下降を象徴していて，いわばモラルの階段である。一階
まで降りてゆく行為は，高い部屋という精神的特権性の放棄であると同時
に， Charlus-Jupienと同一平面上に並ぶこと， つまり精神的距離の短縮
を意味し，主人公の精神的加担でもあった。このあと Jupienの店に入っ
てしまった 2人を追って，主人公は隣りの貸店舗に忍びこむ。そして上方
の小窓からなら 2人の会話をよりはっきり聞きとれるので，そこにあった
はしとを利用する。この盗聴装置としてのはしとも，階段=sensuali teの
機能の一端をになっている。 Parisの主人公のアパルトマンにある少女が
訪ずれたとき， Franc;oiseが盗聴のため使用したはしとも (II,p. 748), 
もちろん同種のものである。
階段と sadismeは， Jupienのくpendemonium(魔屈）〉でも問題にな
る。この Jupienの娼家に主人公が偶然入りこんだのは，この見知らぬホ
テルから暗がりの中を一人の将校（実は Saint-Loup)が出てくるのを目撃
したためである。かつての Saint-Loupのスパイ事件を思い出し，好奇心
からホテルの前の階段から中をうかがう。 43号10)室に通され， cassisを
10) Proustは後に間違ってCharlusのsadismeの舞台をこの部屋にしている，と
指摘しているのは Rosascoである。 Rosascoはそれをくlapsusrevelateur} 
と呼び， 43号室のペットと子供時代のペットの役割が類似していたためとして
いる。 Joan Teresa Rosasco; Voies de l'imagi加 tionproustien, Nizet, 1980, 
p. 78. 
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飲み階段を降りる。そこの記述は次のようになっている。
くBientoton me fit monter dans la chambre 43, mais !'atmosphere 
etait si desagreable et ma curiosite si grande que, mon {cassis} 
bu, je redescendis l'escalier, puis, pris d'une autre id釦， leremontai 
et, depassant l'etage de la chambre 43, alai jusqu'en haut. Tout 
d'un coup, d'une chambre qui etait isole au bout d'un couloir me 
semblerent venir des plaintes etouffees.} (II, p. 815) 
主人公は，このくunechambre qui etait isolee au bout d'un couloir} 
の中で， Charlusが釘のついた鞭で殴打され血まみれになっているのを，
小窓 (ceuil-de-bceuf)から盗み見る。しかし今問題はこのことではなく，
{je redescendis, puis, pris d'une autre idee}のくuneautre idee}で
ある。これについては説明がない。単なる修辞とは考えがたい。ではこの
考えとは，いったい何なのか，おそらくこのとき主人公は，階段を降りな
がらかつて降りることによって目撃しえた Charlus-Jupienの遊返の場面
を，瞬間的に思い出したにちがいない。直接思い出さなかったとしても，
{cassis}を飲んだ後の高揚した気分に加えて，この階段を降りるという行
為自体が主人公の中にある sensualite を生み出したと考えることができ
るであろう。
いずれにしろ， CharlusとJupienは，階段のもっ attente,sensualite, 
revelationの機能を十分に発揮させた人物たちだといえる。 11)
以上述べてきたとおり， Proustの部屋と階段は特別な関係があるわけ
ではない。ただ最後に結語にかえてつけ加えるなら，部屋を出ることによ
り， もう一人の Saint-Loupを見い出し Charlus-Jupienの場面に遭遇し
えたように，特権的な部屋を出ること，現実の解体と再編成，回想の場と
11) 階段と sadismeは， MlleVinteuilと女友だちによる sadisme(I, p.159-163) 
にも応用できる。 ただこのときは斜面 (talus)である。 主人公は， Mlle 
Viuteuilの部屋から数センチという斜面に寝ころがっているうちに，この場面
に遭遇する。このときの斜めの視点も階段と同種のものである。
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しての部屋を一時放棄すること，そして階段を見下す，あるいは昇降する
こと，そうすることになって主人公は， もう一つの思いがけない現実に立
ち会っていったといえるであろう。
（本学非常勤講師）
